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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【年通号数】公開・登録公報2017-007
【出願番号】特願2016-216335(P2016-216335)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｆ   1/32     (2006.01)
   Ｈ０３Ｆ   3/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｆ    1/32     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月27日(2017.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　増幅器であって、
　第１のフィルタおよび第２のフィルタを備え、入力信号を受信する前置補償器と、
　前記前置補償器の出力を受信して、前置増幅された信号を生成する、第１の変換器と、
　前記前置増幅された信号を受信して、前記前置増幅された信号に基づいて出力信号を生
成する、電力増幅器と、
　前記出力信号をサンプリングして、フィードバック信号を生成する、第２の変換器と、
を備え、
　前記前置補償器の前記第１のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号
の同位相成分に基づいて、前記入力信号の前記同位相成分に対応する前置歪信号の第１の
成分を導入し、
　前記前置補償器の前記第２のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号
の直交成分に基づいて、前記入力信号の前記直交成分に対応する前置歪信号の第２の成分
を導入し、
　前記第１のフィルタは、第１の組の係数を有する多項式アーキテクチャを含み、前記第
２のフィルタは、第２の組の係数を有する多項式アーキテクチャを含み、前記第１の組の
係数と前記第２の組の係数は互いに異なり、
　前記前置補償器が、前記同位相成分のための前記第1の組の係数と、前記直交成分のた
めの前記第2の組の係数とを個別かつ独立して決定すること、および前記第１の組の係数
を前記同位相成分に、かつ前記第２の組の係数を前記直交成分に、別個にかつ独立して適
用することによって、前記同位相成分および前記直交成分の非線形性を補償する、増幅器
。
【請求項２】
　前記第１の変換器が、デジタル・アナログ変換器を備え、前記第２の変換器が、アナロ
グ・デジタル変換器を備える、請求項１に記載の増幅器。
【請求項３】
　前記第１のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号の前記同位相成分
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を受信して、前記前置歪信号の前記第１の成分を生成する、請求項１に記載の増幅器。
【請求項４】
　前記第２のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号の前記直交成分を
受信して、前記前置歪信号の前記第２の成分を生成する、請求項１に記載の増幅器。
【請求項５】
　前記前置補償器が、第１の復調器、第２の復調器、および変調器を更に備える、請求項
１に記載の増幅器。
【請求項６】
　前記第１の復調器が、前記入力信号を、前記入力信号の前記同位相成分と前記直交成分
とに分割し、
　前記第２の復調器が、前記フィードバック信号を、前記フィードバック信号の前記同位
相成分と前記直交成分とに分割し、
　前記変調器が、前記前置歪信号の前記第１の成分および前記第２の成分を組み合わせて
、前記前置歪信号を生成する、請求項５に記載の増幅器。
【請求項７】
　方法であって、
　第１の変換器によって、前置歪信号に基づいて前置増幅された信号を生成することと、
　電力増幅器によって、前記前置増幅された信号および入力信号に基づいて出力信号を生
成することと、
　第２の変換器によって、前記出力信号をサンプリングして、フィードバック信号を生成
することと、
　前置補償器によって、前記入力信号に基づいて前記前置歪信号を生成することと、を含
み、
　前記前置補償器が、第１のフィルタおよび第２のフィルタを備え、
　前記前置補償器の前記第１のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号
の同位相成分に基づいて、前記入力信号の前記同位相成分に対応する前記前置歪信号の第
１の成分を導入し、
　前記前置補償器の前記第２のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号
の直交成分に基づいて、前記入力信号の前記直交成分に対応する前記前置歪信号の第２の
成分を導入し、
　前記第１のフィルタは、第１の組の係数を有する多項式アーキテクチャを含み、前記第
２のフィルタは、第２の組の係数を有する多項式アーキテクチャを含み、前記第１の組の
係数と前記第２の組の係数は互いに異なり、
　前記前置補償器が、前記同位相成分のための前記第１の組の係数と、前記直交成分のた
めの前記第２の組の係数とを含む個別であり独立した２つの組の係数を計算すること、お
よび前記第１の組の係数を前記同位相成分に、かつ前記第２の組の係数を前記直交成分に
、別個にかつ独立して適用することによって、前記同位相成分および前記直交成分の非線
形性を補償する、方法。
【請求項８】
　前記第１の変換器が、デジタル・アナログ変換器を備え、前記第２の変換器が、アナロ
グ・デジタル変換器を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号の前記同位相成分
を受信して、前記前置歪信号の前記第１の成分を生成する、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のフィルタが、前記入力信号のおよび前記フィードバック信号の前記直交成分
を受信して、前記前置歪信号の前記第２の成分を生成する、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記前置補償器が、第１の復調器、第２の復調器、および変調器を更に備える、請求項
７に記載の方法。
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【請求項１２】
　前記第１の復調器が、前記入力信号を、前記入力信号の前記同位相成分と前記直交成分
とに分割し、
　前記第２の復調器が、前記フィードバック信号を、前記フィードバック信号の前記同位
相成分と前記直交成分とに分割し、
　前記変調器が、前記前置歪信号の前記第１の成分および前記第２の成分を組み合わせて
、前記前置歪信号を生成する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　非一時的なコンピュータ可読媒体であって、プロセッサに、
　第１の変換器によって、前置歪信号に基づいて前置増幅された信号を生成することと、
　電力増幅器によって、前記前置増幅された信号および入力信号に基づいて出力信号を生
成することと、
　第２の変換器によって、前記出力信号をサンプリングして、フィードバック信号を生成
することと、
　前置補償器によって、前記入力信号に基づいて前記前置歪信号を生成することと、を実
行させるコンピュータコードを格納しており、
　前記前置補償器が、第１のフィルタおよび第２のフィルタを備え、
　前記前置補償器の前記第１のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号
の同位相成分に基づいて、前記入力信号の前記同位相成分に対応する前記前置歪信号の第
１の成分を導入し、
　前記前置補償器の前記第２のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号
の直交成分に基づいて、前記入力信号の前記直交成分に対応する前記前置歪信号の第２の
成分を導入し、
　前記第１のフィルタは、第１の組の係数を有する多項式アーキテクチャを含み、前記第
２のフィルタは、第２の組の係数を有する多項式アーキテクチャを含み、前記第1の組の
係数と前記第２の組の係数は互いに異なり、
　前記前置補償器が、前記同位相成分のための前記第１の組の係数と、前記直交成分のた
めの前記第２の組の係数とを含む個別であり独立した２つの組の係数を計算すること、お
よび前記第１の組の係数を前記同位相成分に、かつ前記第２の組の係数を前記直交成分に
、別個にかつ独立して適用することによって、前記同位相成分および前記直交成分の非線
形性を補償する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１４】
　前記第１の変換器が、デジタル・アナログ変換器を備え、前記第２の変換器が、アナロ
グ・デジタル変換器を備える、請求項１３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１５】
　前記第１のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号の前記同位相成分
を受信して、前記前置歪信号の前記第１の成分を生成する、請求項１３に記載の非一時的
なコンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　前記第２のフィルタが、前記入力信号および前記フィードバック信号の前記直交成分を
受信して、前記前置歪信号の前記第２の成分を生成する、請求項１３に記載の非一時的な
コンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　前記前置補償器が、第１の復調器、第２の復調器、および変調器を更に備える、請求項
１３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
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